
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
各地区の公民館だよりが、厚木市ホームぺージ（https://www.city.atsugi.kanagawa.jp/）でご覧になれます。 公民館だよりへのリンク
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発行元／厚木市立玉川公民館〒243-0121 厚木市七沢 175-6 ☎（046）248-0006 FAX（046）270-2300 メールアドレス8619@city.atsugi.kanagawa.jp 

11 月 4 日開催 参加者 37 人 
木々が色づき始めてきた中で行われた「谷中銀座商店街周辺」を訪

ねる今年の秋のウォーキング。人気の恒例事業に、今年は親子連れな
ど 37 人が参加。御茶ノ水駅から神田明神や上野恩賜公園などを抜け
て、谷中銀座商店街を目指し歩きました。テレビでお馴染みのグルメ
を食べ歩きする参加者の姿も見受けられました。 

参加した皆さんからは「商店街を実際に歩くと探索が楽しい街でし
た」「自由時間に上野のアメ横まで行ってみたが、欲しいものがあり
過ぎて、つい買い物し過ぎてしまいました」など思い思いに話してい
ました。 

申込み 

12 月 15 日までに、しあわせクラブに加入されている方は別途配布

の申込書と参加費を各しあわせクラブ会長にお渡しください。クラ

ブに加入していない方は、玉川公民館窓口へお申し込みください。 

1 月 10 日以降のキャンセルは、キャンセル料がかかる場合があります。 

▲自席で体を動かす参加者の皆さん 

※イラストはイメージです。 

公民館の 

６０歳以上の方限定                ふれあい遊学塾③ 

【日 時】1 月１7 日（水）8：00~17：00（予定） 

【行 程】各集合場所 ＝ 厚木ＩＣ = 海老名ＳＡ(休憩) =  

=湾岸幕張ＰＡ(休憩) =＝ 航空科学博物館(見学) = 

成田山新勝寺（見学・昼食）=＝ 市川ＰＡ(休憩) ＝  

=海老名ＳＡ(休憩) = =各降車場所 ＝ 玉川公民館 

  ※行程は変更になる場合があります。 

【対象者】玉川地区在住で 60 歳以上の方 

【参加費】4,000 円（昼食代・観覧料・保険料等） 

【定 員】35 人。定員を超えた場合は、抽選とします。 

ただし、今年度、他のふれあい遊学塾参加者を優先します。 

公民館の学級講座 

11 月 16 日開講  参加者 6 人 
毎年の恒例、人気の『寄せ植え教室』。

パンジー、ビオラ、ハボタンなどの草
花を花束のように鉢カゴに植える寄せ
植えに挑戦。講師の金牧亜耶さん【右
写真】の説明を聞き、幅 25 ㎝ほどの
鉢カゴに用意された植物を思い思いに
配置し作品を仕上げていました。参加
者らは「皆さんと楽しく学べました。
参加して良かったです」「普段、疑問に
思っていることなど、丁寧に教えてい
ただき楽しい時間を過ごせました」な 

どうれしそうに話して 
いました。 

体振・育成会合同事業 

公民館の学級講座 

11 月 7 日開講 参加者 18 人 
フレイル予防を学ぶことで、高齢者の健康増進を図ることを目

的とするフレイル予防教室。今回は、フレイル予防のための軽運
動や高齢者の各種福祉サービス、地域包括支援センターの役割な
どについて、それぞれの担当職員らからの説明に、参加者の皆さ
んは熱心に耳を傾けていました。参加者らは「ただ話を聞くだけ
でなく、体を動かす内容があったので良かったです」「講義のお話
は大変参考になりました。日々実行に移していきたいです」「とて
もわかり易い講義で体操もあり、体の動かし方の勉強になりまし
た」などと話していました。 

問合せ/玉川地区市民センター☎248-0006 

 

成田空港に隣接し、飛行機や空港といった航空関係のさま

ざまな資料を展示している「航空科学博物館」、関東三大本

山の一つに数えられ、年間 1000 万人以上の参詣客が訪れる

「成田山新勝寺」。この 2 つの施設を巡る大人（60 歳以上）

の社会見学です。 
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今月の特集 
◎『新 NISA＋ⅰDeCo＋ふるさと納税の

はじめ方』     森本 貴子／著 
 
◎『70 歳からのかる～い 1 分気筋トレ＆

ストレッチ』    山口 晃二／著 
 

【開室時間】10：00～12：30／13：30～17：00 

【電話・Fax】２５０－８５５９   

 12 月と年末年始の休室日  

18 日（月）、29 日（金）～1 月 3 日（水） 

★子どもコーナー 

「クリスマスとお正月」 

新刊案内 

12 月 

あつぎ市民体育祭 

▲参加者の質問に気軽に答える小野さん  

～特設人権相談～ 
人権週間（１２月４日～１０日）にちなんで、特

設人権相談を開催します。 
人権擁護委員が悩みごとや近所のもめごとなどの

相談に応じます。予約不要ですのでお気軽にご相談
ください。秘密は厳守します。 
【期 日】12 月６日（水） 
【時 間】９：00～12：00、13：00～16：00 
【会 場】市役所本庁舎１階 総合相談コーナー 
【問合せ】市民協働推進課 ☎２２５－２２１５ 

音楽を家族みんなで楽しんでいただく「たまがわ音楽鑑賞会」を 11 月 18 日、

4 年ぶりに開催しました。尺八奏者の三塚幸彦さんと箏奏者の小野美穂子さん、

二人を招いた演奏会「和楽器を楽しむ夕べ」には 80 人余りが参加し、参加者は

和楽器が奏でる音色に魅了されていました。 

プログラムは「春の海」（宮城道雄・作曲）を皮切りに、アンコール曲を含め

全 14 曲。「戦場のメリークリスマス」や「アベマリア」など誰もが知っている

なじみの曲から「武田の子守歌」「茜雲」「江差」など出演者自身が作曲、編曲

した楽曲も披露されました。二人が所属する音楽グループ「遠（TONE）音」の

楽曲では玉川公民館公演オリジナルの編曲も施され、貴重な演奏となりました。 

二人が奏でる音楽を通して、私たちが生活する郷土・玉川の豊かな風土にも

思いを馳せることが出来たのではないでしょうか。 

◆美しい音色、素敵なメロディ。二人の息の合った
演奏、素晴らしかったです（女）◆和楽器の音に心
から震える程に響き、涙が出ました（70 代・女）
◆舞台演出・看板題字、ともに素晴らしい。司会も
素晴らしい上に、演奏が脳に響きました（70 代・
女）◆よい箏の音色は、風や光を想起させられ、本
当に気持ちよく過ごさせていただきました。オリジ
ナル曲は北海道の大きな空を感じました（50 代・
女）◆素晴らしい演奏と邦楽、和楽器を追及されて
いる姿勢に感銘いたしました（70 代・男）◆音楽
などの芸術に触れる機会は、どうしても生活の中で
は、後回しになってしまいがちです。とても久しぶ
りに音に触れることが出来ました（50 代・女）◆
演奏だけでなく、ステージのオブジェなどの演出も
合わさり、お金を払って行くコンサートのようでし
た（50 代・女）◆生の演奏を聴くこと自体あまり
ないのですが、今回はさらに和楽器ということで期
待以上に、いつもと違う世界を味わう時間を過ごせ
て、とてもよかったです（50 代・女）◆とても感
動し涙々のところもあり、どれも癒されました（70
代・女）◆オリジナル曲「時の流れ」、とても懐か
しい、いい曲でした。夫婦の息の合った演奏に尺八
と琴の音が胸に染み入りました（50 代・女）◆今

と箏の音が胸に染み入りました（50 代・女）◆今
までの和楽器演奏のイメージと違いとても多彩な
音色で驚きました。素晴らしい夕べをありがとうご
ざいました（女）◆やはり本物の音色はサイコウ！
でした。目を閉じて聴いていると、ケシキが目に浮
かぶようでした（70 代・女）◆舞台装飾の林有為
子先生の造形も邦楽器にピッタリ！でした。素晴ら
しいです（70 代・女）◆和楽器の音色に心からゆ
ったりしました。お二人がご夫婦ということを知
り、まさにぴったりの演奏でした（70 代・女）◆
尺八は竹製だと決めつけていましたが、これもびっ
くりほとんど金管楽器のようだと感じました。「江
差」尺八の音色、堪能しました。圧巻でした（70
代・女）◆演奏素晴らしかったです。楽器の説明も
あり、勉強になりました（60 代・女）◆コロナ禍
で長い間、心苦しい思いをし、世界ではウクライナ、
ロシアの戦い、ガザとイスラエルのこれまた非常な
争い、子供や一般人が犠牲になる、こんな理不尽な
ことが現実に起きています。その中で、こんな豊か
な音楽を豊かな七沢の里で味わえることの幸せを
心の底から感じています（80 代・男） 

  ご協力ありがとうございました。 

「和楽器を楽しむ夕べ」 

参加者アンケートでは、ほぼ全員の方が「満足」と答
え、感激・感動のコメントが多く綴られていました。そ
のコメントの一部を掲載し紹介します。 

▲1 曲 1 曲、演奏が終わるたびに会場は大
きな拍手がわき起こりました  

▲演奏する小野さん。手前のオブジェは公演用
に造形作家・林有為子さんが制作した作品  

▶
楽
器
の
説
明
を
す
る
三
塚
さ
ん  


